
 

第１学年 特別の教科 道徳 学習指導案 

 

                      

１ 主題構成表 

  主題名 たすけずにはいられないこころ   資料名 わきだした みず (出典 光文書院) 
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■内容項目 D (17) 生命の尊さ 

 生きることのすばらしさを知

り，生命を大切にすること。 

■価値の分析 

・人の命を助けようと努力をす

る姿は，命が危ないと分かる

と，「助けずにはいられない」

という心から生まれる。 

 

・自分の命同様に，相手の命も大

切にしようとする生命尊重の

精神は人間関係の基礎となる

ものである。 

 

・この時期の児童においては，当

たり前の生活が送れたり，自分

が成長したりできるのは命が

あるからだということに気付

くことで，生命の大切さを自覚

し，他者の命も尊重したいと願

う心も高められる。日々の見過

ごしがちな行為の中から生き

ていることのすばらしさを感

じ取ることができるようにし

ていくことが必要である。 

■資料の分析 

・池の水が干上がってしまい，魚

たちが苦しんでいる様子を見

たカニは，隣の村の泉まで穴を

掘り進めることを決める。途

中，大きな石にぶつかる。その

ときに，魚たちが苦しんでいる

様子を思い出し，一層力を入れ

て昼夜問わず穴を掘り続ける。

カニはとうとう泉まで掘り通

し，水が池まで流れ出すという

話である。 

・必死に穴を掘り進めるカニの

姿から，何としても魚たちの命

を救いたいという強い心が見

える。水が流れ出て喜ぶカニの

姿から，他者の命も自分の命同

様に大切にする素晴らしさを

感じとることができるように

したい。 

 

■内容項目から見た児童の実態 

・その命が危ないと分かった時

に，助けずにはいられないとい

う心が自分にもあることをま

だ自覚できていない。 

・自分の命は一つしかないこと

や，失われたら二度と戻らない

ことは理解しているが，命は自

分だけのものではないことや，

相手も同様にかけがえのない

命をもった存在であることま

でには理解が及んでいない。 

 

■要因 

・現段階で，児童は「危機的な状
況におかれた命」に出合う経験
をしたことがほとんどないた
め。 

 

■ねらい 
他者の命を必死で助けようと努力する生き方によさを感じ，自分も自他の命を大切にしようとする心
情を育てる。 

■展開の構想 

・「命は大切」だと思う理由について話し合う。 

・資料「わきだしたみず」を読み，カニの行動です

ごいな，すばらしいなと感じたところを交流する。 

・疲れても休むことなく穴を掘り進めるカニの様子

を動作化し，苦しむ魚を見過ごせない，助けずに

はいられないと思うカニの気持ちに共感する。 

・魚たちの命が助かり，喜ぶ皆の様子を見て，自分

のことのように喜ぶカニの気持ちに気付く。 

・自己を振り返り，実践意欲を高める。 

■基本発問(◎中心発問) 

〇命はどうして大切にしなくてはいけなのですか。 

〇お話を聞いて，カニのすごいところはどんなとこ

ろだと思いましたか。 

◎疲れても休まずに穴をほり続けているカニは心

の中で何と言っていますか。 

〇水が流れてきて，助かった魚たちの様子を見て，

カニは心の中で何と言っていますか。 

〇カニのように，命を大切にできたことはありまし

たか。自分の生活を振り返りましょう。 



 

２ 学習指導過程                         ☆研究内容に関わって 

 基本発問と予想される児童の反応 指導・援助 

導 

 

入 

１．価値への導入を行う。 

〇命はどうして大切にしなくてはいけないのですか。 

・なくしたら二度と戻ってこないから。 

・命をなくしたら，悲しむ人がいるから。 

・死んでしまったら，何もできないから。 

☆黒板シアターで資料提示をし，前

半後半に分けて話をすることで，

カニの気持ちに迫れるようにす

る。 

・心音を聞き，命について考えてい

くことを意識できるようにする。 

展 

 

 

開 

２．資料の前半を聞き，話し合う。 

〇 

 

・魚たちを助けようとがんばったところ。 

・休まず続けて穴を掘ったところ。 

・大きな石があってもあきらめず頑張ったところ。 

 

◎ 

  

・大変だな。 

 ・疲れてきたな。 

・休んでいたらみんな死んでしまう。 

・疲れたけど，魚たちが死んだら悲しいから頑張ろう。 

・ぼくが頑張ったらみんなの命が助かる。 

 

・死んでほしくない。 

・死んでしまったら，自分もみんなも悲しい。 

・頑張ってみんなを助けてあげたい。 

 

３．資料の後半を聞き，話し合う。 

〇 

 

・頑張ってよかったな。 

・助かってよかったな。 

・喜んでくれてうれしいな。 

・また一緒に遊べる。 

・魚たちの家族もみんな喜んでいるな。 

 

 

・カニの姿ですごいな，素敵だなと

思ったことを交流し，カニが他者

の命を大切に思い，助けようと努

力する場面に話し合いを焦点化

していく。 

 

 

☆疲れていても何日も穴を掘り進

めるカニの様子を動作化するこ

とで，穴を掘り進める大変な思い

や何とかして助けたいという強

い思いに気付くことができるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・水が流れて喜ぶカニの様子を動

作化することで，他者の命を自分

のことのように大切に思ってい

るカニの気持ちに気付くように

する。 

 

終 

 

末 

４．今までの自分の生活を振り返り，交流する。 

〇カニのように，命を大切にできたことはありましたか。自分の生

活を振り返りましょう。 

・飼っている生き物に毎日餌をあげたり，お世話をしたりして大

切にしています。これからも大切にして育てたいです。 

・登下校で，事故にあわないように気を付けているので，命を大

切にしています。 

☆これまでの自分の生活を振り返

り，自己を見つめる時間をもち，

さらに実践意欲が高まるように

するために，命を大切にしている

姿の写真を提示する。 

 

深めの発問 

大変なのに，休まず力を入れ

て掘り続けたのは，どんな気

持ちがあったからですか。 

人の命も自分の命と同じでとても大切なもの。 

水が流れてきて，助かった魚たちの様子を見て，カニは心の
中で何と言っていますか。 

疲れても休まずに穴をほり続けているカニは心の中で何と言
っていますか。 

お話を聞いて，カニのすごいな，すてきだなと思うところは
どこですか。 


